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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

◎
介
護
保
険
施
設
入
所
者
の
食
事

代
を
減
額
す
る
「
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
食
事
代
の
減

額
を
希
望
す
る
方
は
、
更
新
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
か

ら
送
付
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
必
ず
６
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食

事
代
の
減
額
認
定
の
新
規
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
介
護

保
険
施
設
に
入
所
す
る
場
合
は
、

入
所
日
の
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
手
続
に
必
要
な
も
の　

①
現
在

お
持
ち
の
減
額
認
定
証
（
新
規
申

請
の
場
合
は
不
要
）　

②
印
鑑　

③
住
民
税
非
課
税
証
明
書
（
本
年

１
月
１
日
現
在
西
東
京
市
に
お
住

ま
い
の
方
は
不
要
）

◆
介
護
保
険
課（
�保
 �
内
線　

）　
２３２３

�
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

難
病
者
福
祉
手
当
受
給
者
の
方

難
病
者
福
祉
手
当

に
、
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま

し
た
。
６
月　

日
（
金
）
ま
で
に

１４

障
害
福
祉
課
（
保
谷
庁
舎
１
階
・

田
無
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
障
害
福
祉
課（
�保
 �
内
線　

）　
２３４１

�　

平
成　

年
中
に
、
新
築
ま
た
は

１４

増
改
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成　
１５

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
家
屋
の

評
価
額
を
算
定
す
る
必
要
が
あ

り
、地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
役
所
資
産
税
課
職
員
（
固
定
資

家
屋
調
査
（
新
築
・
増

改
築
分
）に
ご
協
力
を

産
評
価
補
助
員
）
が
伺
い
、
家
屋

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

対
象
と
な
る
家
屋
が
多
数
あ
る
た

め
、
直
接
伺
い
、
調
査
の
日
程
調

整
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

職
員
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
ご
不
審
の
際
に

は
、
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
、
資
産
税
課
家
屋
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

◆
資
産
税
課（
�田
 �
内
線　

〜　

）

１３４１

１３４５

�　

平
成　

年
度
の
市
・
都
民
税
納

１４

市
・
都
民
税（
住
民
税
）

納
税
通
知
書
の
送
付

税
通
知
書
を
６
月　

日
付
で
お
送

１０

り
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、次
の
方
に
は
、お
送
り

し
ま
せ
ん
。
①
市
・
都
民
税
を
す

べ
て
給
与
か
ら
差
し
引
き
す
る
方

（
特
別
徴
収
の
方
）　

②
税
法

上
、
市
・
都
民
税
が
課
税
さ
れ
な

い
方

◎
定
率
減
税
が
適
用
さ
れ
ま
す
…

定
率
減
税
の
額
は
、
平
成　

年
度

１４

の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の　
�１５

相
当
額
で
す
。（　
�
相
当
額
が
４

１５

万
円
を
超
え
る
場
合
は
４
万
円
が

限
度
と
な
り
ま
す
）。

◎
市
・
都
民
税
の
課
税
・
非
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
…
証
明
書

は
申
告
さ
れ
た
方
に
発
行
し
ま

す
。
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
証
明
書
の
発
行

１４

は
６
月　

日
か
ら
の
予
定
で
す
。

１０

◆
市
民
税
課（
�田
 �
内
線　

〜　

）

１３２１

１３２８

�　

市
内
で
社
会
教
育
・
社
会
体
育

活
動
を
し
て
い
る
自
主
団
体
が
行

う
事
業
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
文
化
系
団
体
（
青
少
年
団

体
を
含
む
）
と
体
育
系
団
体
の
補

助
金
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　

６
月　

日
〜　

日

１０

１４

の
午
前
８
時　

分
〜
正
午
・
午
後

３０

１
時
〜
５
時

▽
提
出
先　

文
化
系
団
体
（
青
少

年
団
体
を
含
む
）、体
育
系
団
体
と

も
に
社
会
教
育
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
保
谷
庁
舎
４
階
）

◆
社
会
教
育
課
（
�保
 �
内
線　

）、
２７１１

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
�保
 �
内
線　

）
２７１５

�　

市
内
の
消
費
者
団
体
・
グ
ル
ー

プ
が
協
力
し
、
暮
ら
し
の
中
の
身

近
な
問
題
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
、
研
究
発
表
等
の
場
と
し
て

社
会
教
育
関
係
団
体
が

行
う
事
業
へ
の
補
助
金

申
請
書
の
受
け
付
け

消消
費費
生生
活活
展展
実実
行行

委委
員員
会会
をを
開開
催催

開
催
す
る「
第
２
回
消
費
生
活
展
」

の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の

方
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

６
月　

日
（
火
）
午
前

１１

　

時
か
ら

１０▽
と
こ
ろ　

消
費
者
セ
ン
タ
ー

◆
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
４

２５

１
４
１
）

�　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、

ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

子
育
て
支
援
課
（
田
無
庁
舎
１
階

ま
た
は
保
谷
庁
舎
１
階
）
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

受
給
中
の
方
は
、
現
況
届
を
６
月

　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

２８い
。

▽
対
象　

◎
児
童
手
当
…
義
務
教

育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方　

◎
育
成
手
当
…
父
・
母
が

婚
姻
を
解
消
ま
た
は
、
同
様
の
状

態
（
父
ま
た
は
母
が
死
亡
・
重
度

の
障
害
・
生
死
不
明
・
１
年
以
上

遺
棄
・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

（
認
知
し
た
父
の
扶
養
が
あ
る
場

合
を
除
く
）
）
に
あ
る　

歳
に
達

１８

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
以

前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方　

◎
障
害
手
当
…
「
愛
の
手
帳
」
１

〜
３
度
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

１
〜
２
級
程
度
ま
た
は
脳
性
麻

痺
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
の
障
害
が

あ
る　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

２０

て
い
る
方　

■
新
規
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
児
童
手
当
…
印
鑑
、　

年
度
所

１４

得
証
明
書
、
年
金
加
入
証
明
書
、

口
座
番
号

◎
児
童
育
成
手
当
…
印
鑑
、
戸
籍

謄
本
、　

年
度
所
得
証
明
書
、
口

１４

座
番
号
、
そ
の
他
（
調
査
書
類
等
）

※
所
得
証
明
書
の
必
要
な
方
は
、

　

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

１４た
方

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
の
現
況
届
の
提
出

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 �
内
線　
１５２５

〜　

）
１５２７

�　

総
合
計
画
策
定
に
関
わ
る
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る

た
め
、
一
部
の
施
設
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ
…
８

月
４
日
（
日
）・
全
日

◆
コ
ー
ル
田
無
（�
　

・
５
０
０

６９

６
） ココ

ーー
ルル
田田
無無
のの
施施
設設
がが

利利
用用
でで
きき
なな
いい
日日

　

西
東
京
市
の
ご
み
・
資
源
物
の

収
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
統
一
に

向
け
た
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
「
市
民

の
意
見
を
聞
く
会
」
を
、
本
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
、
市
内
の　

会
３７

場
で
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え

て
、
新
収
集
方
式
を
決
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
収
集
方
式
は
、
決
定
後
、
市

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課（
�保
 
�
内
線

　

）
２２２２

�　
「
協
働（
き
ょ
う
ど
う
）」は
、市

民
参
加
と
並
ん
で
ま
ち
づ
く
り

の
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。「
あ
る
共
通
の

目
標
に
向
け
て
、
市
民
と
市
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
自
覚
し
、
信
頼

関
係
を
築
く
と
共
に
相
互
に
補

完
し
、
協
力
す
る
こ
と
」
こ
れ
が

協
働
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

で
は
、な
ぜ
協
働
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

は
、市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
合

わ
せ
、適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
に
は
、行
政
側
だ
け

の
視
点
か
ら
行
う
事
業
で
は
、必

ず
し
も
市
民
の
満
足
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
反
省
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
民
参
加

を
進
め
、市
民
と
行
政
が
互
い
に

協
力
し
合
っ
て
事
業
を
行
い
、共

通
の
目
的
を
達
成
し
、課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
地
方
分
権
を
迎

協
働
と
は

え
た
今
の
時
代
に
は
必
要
で
す
。

協
働
の
手
法
が
市
政
を
進
め
る
う

え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
か
ら
で
す
。

�　

協
働
の
相
手
方
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
口
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
て
も
、
法

律
に
基
づ
い
て
法
人
格
を
取
得

し
た
団
体
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
社
会

貢
献
を
目
的
と
す
る
市
民
活
動

団
体
を
含
め
て
理
解
さ
れ
て
い

る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

東
京
都
が
公
表
し
た
最
も
新

し
い
デ
ー
タ（
４
月　

日
現
在
）

１２

に
よ
る
と
、西
東
京
市
に
事
務
所

を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は　
２１

と
、多
摩
地
域
で
は
、町
田
市　

、
４３

八
王
子
市　

、多
摩
市　

に
次
い

３３

２６

で
４
番
目
に
多
く
、市
民
活
動
が

活
発
な
地
域
で
あ
る
と
言
え
ま

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は

す
。こ
の
ほ
か
、法
人
格
を
取
得
し

て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
）も
数
多
く
あ
り
、福
祉
、

社
会
教
育
、環
境
、ま
ち
づ
く
り
な

ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
行
い
、

そ
の
存
在
と
重
要
性
が
広
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�　

西
東
京
市
に
お
け
る
協
働
事

例
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
非
核
・
平
和
事
業

　

市
民
の
非
核
・
平
和
意
識
を
高

め
る
た
め
、市
民
団
体
と
協
働
し

て
、見
学
会
、展
示
会
、映
画
会
、学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
事

業
の
企
画
は
、市
民
団
体
が
担
っ

て
い
ま
す
。

◎
男
女
平
等
参
画
推
進
事
業

　

男
女
平
等
参
画
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、情
報
誌「
エ
ガ
ー

ル
」を
発
行
す
る
ほ
か
、フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。情
報
誌

に
つ
い
て
は
公
募
市
民
に
よ
る

編
集
委
員
会
が
企
画
編
集
を
担

当
し
、フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
も

公
募
市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会

が
講
演
会
、映
画
会
、分
科
会
の

企
画
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◎
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

市
が
、
花
や
資
材
等
を
提
供

協
働
の
事
例

し
て
、
市
民
団
体
が
、
市
立
公

園
、
広
場
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
等

の
花
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

�　

こ
の
よ
う
に
協
働
の
取
り
組

み
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
は
、市

の
部
署
ご
と
の
発
想
で
行
わ
れ

て
い
る
の
が
実
状
で
あ
り
、市
と

し
て
の
統
一
的
な
方
針
は
定
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、市

で
は
、協
働
を
進
め
る
た
め
の
基

本
方
針
を
策
定
し
て
、市
民
と
の

協
働
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
協
働
の
実
践
的

な
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
関
係
者
や
公
募
に
よ
る
一
般

市
民
な
ど　

人
に
よ
る
「
市
民

１０

と
の
協
働
推
進
懇
談
会
」
を
設

置
し
て
、
協
働
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
依
頼
し
、
協
働
の

基
本
方
針
づ
く
り
（
平
成　

年
１５

度
予
定
）
に
向
け
た
提
言
を
と

り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は
、
６

面
「
審
議
会
・
懇
談
会
懇
談
会

委
員
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）
。

◆
生
活
文
化
課（
�田
 �
内
線　

）
１４２５

協
働
の
基
本
方
針
づ
く
り

���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

―

―
１５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働　

おお
知知
らら
せせ

介介
護護
保保
険険
標標
準準
負負
担担
額額

減減
額額
認認
定定
証証
のの
更更
新新

地
域
情
報
化
に
関
わ
る

市
民
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

　

西
東
京
市
の
地
域
情
報
化
に
関
わ
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
市
が
委
託
を
し
た
業
者
が
、
各
ご
家
庭
に
伺
い
、
調
査

票
を
お
配
り
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
３
千
人
（
無
作
為
に
よ

１６

る
抽
出
）

▽
調
査
時
期　

6
月　

日
〜
７
月　

日
（
予
定
）

１１

１０

◆
情
報
推
進
課
（
�田
 �
内
線　

、　

）

１１６２

１１６３

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域

の
中
で
子
ど
も
を

預
け
た
い
方
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

員
）
、
子
ど
も
を
預
か
る
方
（
サ
ポ

ー
ト
会
員
）
か
ら
な
る
会
員
同
士
の

相
互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
を
希
望
す
る
方

は
、
下
記
の
説
明
会
に
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
入
会
登
録
に
必
要
な
も
の　

保
護

者
の
顔
写
真
（
縦
３
セ
ン
チ
㍍
×
横

２
・
５
セ
ン
チ
㍍
１
枚
）

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１５２１

　 説 明 会 日 程　

内　容ところと　き

ファミリー会
員説明会と入
会登録

保谷東分庁舎
６月１６日（日）
午前１０時から

富士町福祉会館
（富士町６～６～１３）

６月１８日（火）
午前１０時から

参加する方は、ファミリー・サポート・センター
事務局（�３８－４１２１）へ申し込みを

ごご
みみ
収収
集集
方方
法法
のの

統統
一一
にに
つつ
いい
てて

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
説
明
会


